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　３月２日（土）に橿原運動公園で開催される、
第１９回市町村対抗子ども駅伝大会に本村からや
まぞえ布目ダムマラソン大会の記録を参考に選抜
された８名が出場します。
　選手たちは練習を重ねていくに連れ、一致団結
しチームとしての絆が深まってきました。
皆さまの温かい応援をよろしくお願いします。
【出場選手】
男子：乾裕星、中西梗介、植田瑛翔、井岡健翔

（後列左から順に）
女子：中尾一葉、東久保瑞希、田中杏菜、橋本梓

（前列左から順に）

　山添村茶生産組合青年部の主催で山添中学校1年
生を対象に大和茶振興学習会が開催されました。
急須を使用した茶の淹れ方の実習では、青年部員
から茶のうまみを出すための湯の温度や浸出時間
など細かな指導を受け、生徒が自ら淹れた茶を味
わいました。
　また、香りや味からお茶の種類を当てる闘茶
（きき茶）会も行われ、多くの生徒が回数を重ね
るごとにお茶の違いを見極められるようになり、
村の特産品である大和茶についての知識が深まり
ました。

　大和郡山市筒井町に本社がある藤本建設株式会
社（代表取締役：藤本正義氏）から、企業版ふる
さと納税のご寄附をいただき、感謝状を贈呈しま
した。
　同社には、今年度実施中の村認定こども園建設
工事を請け負ってくださっています。この度のご
寄附は、こども園で使用する備品の購入事業に活
用させていただきます。

　シニア向けスマホ教室を定期的に開催していま
す。11月の講座では、「カメラの使い方」がと
ても人気で、多くの方にご参加いただきました。
実際にその場で人や花の写真を撮る練習をしてい
ただきました。最初は、写真がぼやけてしまって
いた方も撮影のコツを学ぶと、とてもきれいに撮
影できるようになり、感動されていました。
　次回の開催については、「今月の情報」の「イ
ベント・催し」のページをご覧ください。
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まほろば圏域ニュース

おくやまテラスがグランドオープンしました！●  Vol.35　川西町  ●

　川西町では、スーパーおくやま結崎店内の一部をお借りして、気軽に町民がつどえる新
たな拠点づくりとして「おくやまテラス」をオープンしました。
　おくやまテラスは、「シェアスペース」「シェアキッチン」「アウトドアスペース」として
それぞれ用途別に 3カ所利用できますのでぜひご利用ください。
※利用の手続きは、役場にお願いします。

　普段は、憩いの場として利用
していただけるスペースとなり
ます。イベントの開催も可能な
スペースとなりますので、ご興
味がある人は、お気軽にお問い
合わせください。

アウトドアスペース
　イベントや講座、ワーク
ショップなどを開催してい
ただけるスペースとなって
います。健康づくりとして
ｅスポーツの講習会などが
行われています。

シェアスペース

　日替わりで飲食店などを出店しても
らえるスペースとなっています。飲食
店にチャレンジしてみたい人、お店は
もっているけどもっと多くの人に知っ
て貰いたいと考えている人など、現在
も出店者を募集していますのでお気軽
にお問い合わせください。詳しくは川
西町ホームページでご確認ください。

シェアキッチン

問  川西町総合政策課　☎0745-44-2213

「２月になりました。２月は逃げる！といいます
が・・・。」
「１月は行く、２月は逃げる、３月は去る。」とよく
言われます。年が明けてからの時の経過の速さを
感じる今日この頃です。
役場の雰囲気はどうでしょうか？仕事始めに、職
員には「笑顔で気持ちのいい挨拶を！」と話をして
います。忌憚のないご意見をお聞かせください。
既に、１か月が過ぎましたが、能登半島地震で命

を落とされた方々のご冥福をお祈りするとともに、
被災された方々にお見舞い申し上げます。また、
復興・復旧が早期に進むことを強く願います。本村
といたしましては既に義援金を送らせて頂きました
が、今後もできる限りの支援をしていきたいと考え

ています。
山添村には、自然や文化財だけでな
く、誇れる産業がありますが、村民に
はあまり知られていないという現状
があります。今年は、村内の産業
や企業をもっと知ってもらい、就
労の場としての認知度を高めたい

と考えています。中高生に向けては、企業説明会
として、ここ何年間か、村内の企業を紹介する機
会を作ってきましたが、今後は、一般の人たちに向
けても、そのような機会を増やしていくつもりです。
また、山添分校に関しては、村の活性化に繋が
るのであれば、存続本校化に向けた取組を進めた
いと考えています。山添分校は、農業の後継者を
育成する目的で設立された高校です。原点に戻り、
農業をしっかり学ぶための学校。その中身として、
現在の慣行農法だけでなく、有機農法や自然農法
を学べる本州唯一の村立高校を目指します。令和６
年度は堆肥作りなど具体的な学習内容を取り入れ
ていきます。山添分校が村の活性化に繋がるよう
ご協力をお願いします。
最後に、１月の区長会でもお願いしましたが、村
民の皆さんのお声を聞かせていただく取組を今年も
引き続き実施していきます。村の現状や今後のこと
について意見交流を是非していきたいと思っていま
す。気軽に声をお掛けください。区だけでなく、サー
クル等各種団体の皆さんからの要請をお待ちしてい
ます。
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提
出
議
案
と
そ
の
審
議
内
容

　
　
　
　
【　
　
条　
例　
　
】

▼
山
添
村
立
こ
ど
も
園
設
置
条
例
の
制
定

に
つ
い
て
（
全
会
一
致
で
可
決
）

　
現
在
の
３
保
育
園
を
統
合
し
、
新
た
に

山
添
村
立
山
添
こ
ど
も
園
と
し
て
、
幼
保

連
携
型
の
こ
ど
も
園
を
設
置
す
る
条
例
を

制
定
し
ま
し
た
。

▼
山
添
村
公
営
企
業
の
設
置
等
に
関
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て
（
全
会
一
致
で
可

決
）
　
簡
易
水
道
事
業
並
び
に
下
水
道
事
業
に

つ
い
て
、
公
営
企
業
法
の
財
務
規
定
を
令

和
６
年
度
か
ら
適
用
す
る
た
め
の
条
例
を

制
定
を
し
ま
し
た
。

▼
山
添
村
監
査
委
員
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て
（
全
会
一
致
で
可
決
）

　
地
方
自
治
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
、
国
と
の
整
合
を
保
つ
た
め
改

正
を
行
い
ま
し
た
。

▼
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て
（
全
会
一
致
で
可

決
）

▼
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も
の
の
給
与

及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て
（
全
会
一
致
で
可
決
）

▼
山
添
村
義
会
議
員
の
議
員
報
酬
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
（
全
会

一
致
で
可
決
）

▼
山
添
村
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及

び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て
（
全
会
一
致
で
可
決
）

　
人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
、
国
家
公
務
員

の
給
与
改
定
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
受
け
、

そ
の
内
容
に
準
拠
し
て
本
村
職
員
の
給
与

を
改
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、
一
般
職
の
給

与
改
正
に
あ
わ
せ
、
特
別
職
、
村
議
会
議

員
、
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
、
報
酬

に
つ
い
て
も
改
正
し
ま
し
た
。

▼
山
添
村
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て
（
全
会
一
致
で
可
決
）

　
戸
籍
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
本
村
に

お
い
て
も
国
と
の
均
衡
を
図
る
た
め
、
本

条
例
の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

▼
山
添
村
印
鑑
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て
（
全
会
一
致
で
可
決
）

　
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
形
成
を
図
る
た
め
の

関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
の
施
行

に
伴
い
、
国
と
の
均
衡
を
図
る
た
め
、
本

条
例
の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

▼
山
添
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て
（
全
会
一
致
で
可
決
）

　
全
世
代
対
応
型
の
持
続
可
能
な
社
会
保

障
制
度
を
構
築
す
る
た
め
の
健
康
保
険
法

等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴

い
、
国
と
の
均
衡
を
図
る
た
め
、
本
条
例

の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
【　
　
予　
算　
　
】

▼
令
和
５
年
度
山
添
村
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
６
号
）
に
つ
い
て
（
全
会
一
致
で

可
決
）

▼
令
和
５
年
度
山
添
村
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）
に
つ
い
て

（
全
会
一
致
で
可
決
）

▼
令
和
５
年
度
山
添
村
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
に
つ
い

て
（
全
会
一
致
で
可
決
）

▼
令
和
５
年
度
山
添
村
簡
易
水
道
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
に
つ
い
て
（
全

会
一
致
で
可
決
）

▼
令
和
５
年
度
山
添
村
介
護
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
に
つ
い
て
（
全

会
一
致
で
可
決
）

※

前
記
補
正
予
算
５
議
案
に
つ
い
て
は
、

一
括
し
て
審
議
。
８
頁
参
照
。

　
　
　
　
【　
　
契
約
等　
　
】

▼
財
産
の
取
得
に
つ
い
て
（
全
会
一
致
で

可
決
）

　
取
得
財
産

　
　
山
添
村
認
定
こ
ど
も
園
備
品
の
購
入

　
入
札
方
法　
一
般
競
争
入
札

　
金
額　
１
６
，
９
４
０
，
０
０
０
円

　
相
手

　
　
磯
城
郡
田
原
本
町
大
字
阪
手

　
　
　
　
　
　
　
　
　
６
５
８
番
地
の
１

　
　
株
式
会
社　
カ
ギ
オ
カ

　
　
代
表
取
締
役　
鍵
岡
種
彦　
氏

▼
工
事
請
負
契
約
の
変
更
契
約
の
締
結
に

つ
い
て
（
全
会
一
致
で
可
決
）

　

工
事
名　

山
添
村
簡
易
水
道（
遅
瀬
地

区
）水
道
施
設
改
良
工
事（
配
管
そ
の
２
）

　
相
手　
株
式
会
社　
脇
組

　
　
　
代
表
取
締
役　
脇　
義
宣　
氏

　
契
約
金
額
の
変
更　

（
変
更
前
）　
９
８
，０
１
０
，０
０
０
円

（
変
更
後
）
１
０
６
，５
８
１
，２
０
０
円

▼
工
事
請
負
契
約
の
変
更
契
約
の
締
結
に

つ
い
て
（
全
会
一
致
で
可
決
）

　

工
事
名　

山
添
村
簡
易
水
道（
切
幡
地

区
）水
道
施
設
改
良
工
事（
配
管
そ
の
１
）

　
相
手　
株
式
会
社　
栗
田
建
設

　
　
　
　
代
表
取
締
役　
栗
田
一
紀　
氏
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議　会
だより 令和５年　第４回

山添村議会定例会の結果

問  

　第４回定例会を、１２月７日から１２月１８日まで１２日間の会期で開きました。
条例の制定、改正、補正予算、財産の収得、工事請負契約の変更、人事案件並びに
議員発議の意見書が提出され、採決の結果、全件可決、同意しました。
その概要を要約してお知らせします。
　　　　　　　　　　　　　　　　   　　　　　　　　問  議会事務局（総務課内）



　
契
約
金
額
の
変
更　

（
変
更
前
）
４
８
，１
８
０
，０
０
０
円

（
変
更
後
） 

４
９
，５
２
３
，１
０
０
円

　
　
　
　
【　
　
人　
事　
　
】

▼
教
育
委
員
会
教
育
委
員
の
任
命
に
つ
き

同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
全
会
一

致
で
同
意
）

　
・
小
西　
和
世　
氏
〔
岩
屋
〕

　
　
　
　
【　
　
意
見
書　
　
】

▼
建
設
労
働
者
の
雇
用
改
善
、
担
い
手
確

保・育
成
に
関
す
る
意
見
書
に
つ
い
て（
全

会
一
致
で
可
決
）

　
建
設
労
働
者
の
長
時
間
労
働
の
是
正
や

週
休
２
日
制
の
推
進
、
最
適
な
賃
金
水
準

の
確
保
な
ど
の
雇
用
改
善
は
喫
緊
の
課
題

で
あ
り
、
こ
れ
ら
に
起
因
す
る
他
産
業
と

の
人
材
獲
得
競
争
の
激
化
や
高
齢
化
に
よ

る
深
刻
な
担
い
手
不
足
、
他
産
業
を
大
幅

に
上
回
る
有
効
求
人
倍
率
の
高
止
ま
り
の

解
消
も
急
務
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め

政
府
に
は
、
魅
力
あ
る
、
そ
し
て
、
持
続

可
能
な
建
設
業
の
実
現
に
向
け
、
次
に
掲

げ
る
事
項
を
強
く
要
望
す
る
。

１
．
建
設
労
働
者
の
雇
用
改
善
、
能
力
開

発
の
推
進
及
び
向
上
を
図
る
と
と
も

に
、
高
い
水
準
の
賃
上
げ
に
向
け
た
環

境
整
備
に
努
め
る
こ
と
。

２
．
建
築
大
工
を
は
じ
め
と
し
た
若
年
者

等
の
入
職
・
定
着
を
促
進
し
、
建
設
業

の
担
い
手
確
保
・
育
成 

を
推
進
す
る

こ
と
。

３
．建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム（
Ｃ

Ｃ
Ｕ
Ｓ
）
の
普
及
促
進
を
図
る
こ
と
。

一
般
質
問
と
答
弁
の
要
旨

　
質
問
と
答
弁
を
要
約
し
て
掲
載
し
て
い

ま
す
。

【
質　
問
】　　
　
　
　
大
谷
敏
治　
議
員

▼
物
価
高
騰
か
ら
村
民
生
活
を
守
る
対
策

に
つ
い
て

１
．
簡
易
水
道
事
業
に
つ
い
て

村
民
は
、
物
価
高
騰
を
受
け
て
水
道
料

金
も
上
が
る
の
で
は
な
い
か
と
不
安
を

持
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
村
民
等
を
支

援
す
る
た
め
の
負
担
軽
減
策
が
必
要
と

考
え
る
が
水
道
料
金
の
減
額
等
の
考
え

は
な
い
か
。

２
．
わ
が
村
の
経
済
に
つ
い
て

わ
が
村
経
済
の
現
状
を
ど
の
よ
う
に
認

識
し
、
事
業
者
等
へ
の
支
援
の
継
続
と

更
な
る
拡
充
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、

物
価
高
騰
の
影
響
は
全
て
の
村
民
に
か

か
わ
る
事
態
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
村
独

自
に
一
律
に
給
付
す
る
新
た
な
給
付
金

事
業
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。
ま
た
地

域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
プ
レ

ミ
ア
ム
商
品
券
の
発
行
を
再
度
検
討
し

て
は
ど
う
か
。

３
．
来
年
度
の
事
業
へ
の
影
響
に
つ
い
て

物
価
高
騰
が
続
く
中
、
来
年
度
予
算
編

成
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
考
え
か
。

【
答　
弁
】　　
　
　
　
　
　
野
村　
村
長

　
簡
易
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
平
成
29

年
度
に
は
国
庫
補
助
事
業
で
の
広
代
・
広

瀬
・
岩
屋
の
３
地
区
で
の
新
水
源
新
設
工

事
を
実
施
し
、
平
成
30
年
度
か
ら
は
10
カ

年
整
備
計
画
に
基
づ
き
国
庫
補
助
事
業
を

利
用
し
、
各
地
域
で
の
配
水
管
の
更
新
工

事
を
継
続
し
施
工
し
て
い
る
。

　
現
在
、
水
道
施
設
の
電
気
代
や
物
品
の

価
格
が
高
騰
し
て
お
り
、
簡
易
水
道
事
業

は
厳
し
い
経
営
状
況
に
あ
り
、
加
え
て
、

施
設
の
老
朽
化
に
伴
う
更
新
需
要
の
増
加

や
人
口
減
少
に
伴
う
料
金
収
入
の
減
少
な

ど
取
巻
く
経
営
環
境
が
年
々
厳
し
さ
を
増

し
て
い
る
中
で
、
水
道
料
金
の
減
額
等
に

よ
る
村
民
の
生
活
負
担
軽
減
策
に
つ
い
て

は
、
難
し
い
と
判
断
し
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
課
題
を
関
係
者
が
共
有
し
、
一
丸
と

な
っ
て
取
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
、
20

年
後
、
30
年
後
の
将
来
を
見
据
え
た
目
標

を
示
す
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
や
簡
易
水
道
施
設

の
効
率
化
の
た
め
、
水
道
施
設
統
廃
合
を

含
め
、
簡
易
水
道
基
本
計
画
を
策
定
す
る

こ
と
も
検
討
し
て
い
る
。

　
次
に
、
村
の
経
済
対
策
に
つ
い
て
、
農

林
業
で
は
、
国
の
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

を
活
用
し
、
一
律
に
給
付
す
る
の
で
は
な

く
、
国
の
推
奨
内
容
に
添
う
内
容
で
農
業

者
へ
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
物
価
高
騰

対
策
支
援
を
令
和
４
年
度
か
ら
継
続
し

て
、
原
油
価
格
や
物
価
の
高
騰
に
よ
り
影

響
を
受
け
た
方
へ
の
負
担
軽
減
と
経
営
支

援
を
図
る
た
め
、
燃
料
及
び
資
材
費
の
購

入
費
用
の
一
部
を
補
助
し
て
い
る
。
更
に

は
、
肥
料
原
料
の
国
際
価
格
の
変
動
を
受

け
に
く
い
、
国
内
資
源
を
活
用
し
た
肥
料

の
購
入
に
係
る
費
用
の
一
部
の
補
助
も
実

施
し
て
い
る
。
加
え
令
和
４
年
度
に
引
続

き
農
林
業
者
、
商
工
業
者
の
方
に
持
続
化

給
付
金
事
業
も
行
っ
て
い
る
。

　
新
た
な
給
付
金
事
業
を
検
討
し
て
は
と

の
こ
と
だ
が
、
ま
ず
は
現
行
の
補
助
制
度

等
を
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
次
に
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
発
行

は
、
以
前
に
家
計
の
負
担
緩
和
や
地
域
に

お
け
る
消
費
下
支
え
を
目
的
に
、
本
村
で

も
実
施
し
た
。
実
施
後
の
状
況
を
見
た
と

き
、
村
民
に
と
っ
て
は
家
計
の
負
担
緩
和

に
は
つ
な
が
っ
た
と
思
う
が
、
事
業
者
の

売
上
増
に
は
つ
な
が
っ
て
い
な
い
。現
在
、

物
価
高
騰
な
ど
に
よ
り
村
民
の
生
活
へ
の

影
響
が
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
る
中
、

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
を
発
行
す
る
こ

と
が
、
村
の
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
が
る

の
か
ど
う
か
疑
問
が
残
り
、
特
に
収
入
減

の
方
に
と
っ
て
は
、
い
く
ら
プ
レ
ミ
ア
ム

が
付
い
て
も
必
要
以
上
に
消
費
す
る
こ
と

は
な
い
と
思
う
。

　
ま
た
、
商
品
券
の
発
行
費
用
も
必
要
に

な
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
プ
レ
ミ
ア

ム
付
き
商
品
券
の
発
行
は
現
在
考
え
て
い

な
い
。

　
最
後
に
、
来
年
度
の
予
算
編
成
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
か
ら
各
課
と
予
算
査
定
を
行

い
、
予
算
案
を
作
成
し
、
現
在
の
経
済
状

況
等
を
踏
ま
え
、
村
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

を
念
頭
に
置
き
、
最
小
限
の
経
費
で
最
大

限
の
効
果
が
得
ら
れ
る
よ
う
予
算
編
成
を

行
い
た
い
。

【
質　
問
】　　
　
　
　
藤
田
和
子　
議
員

▼
情
報
化
と
デ
ジ
タ
ル
化

①
ご
み
の
分
別　
②
議
案
等
の
公
開

１
．
ご
み
の
分
別
収
集
を
よ
り
適
切
に
進

め
、
一
層
の
減
量
を
図
る
た
に
、
ど
の
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ご
み
に
当
て
は
ま
る
か
を
素
早
く
調
べ
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
情
報
が
必
要
で

あ
る
。
つ
な
が
り
ア
プ
リ「
め
ぇ
め
ぇ
」

に
、
現
在
の
分
類
よ
り
詳
し
い
も
の
を

掲
載
し
て
は
。

２
．
現
在
、
議
会
で
採
決
さ
れ
た
議
案
等

は
、広
報
や
ま
ぞ
え
に
掲
載
さ
れ
る
が
、

何
々
に
つ
い
て
と
い
う
案
件
と
、
結
果

を
要
約
し
た
も
の
だ
け
で
、
審
議
資
料

も
含
め
て
公
表
す
べ
き
で
あ
る
。（
人

事
及
び
訴
訟
、
損
害
賠
償
案
件
は
除

く
）。
住
民
に
は
、
具
体
的
な
内
容
を

知
る
権
利
が
あ
る
。
開
か
れ
た
村
政
、

開
か
れ
た
議
会
と
い
う
に
は
、
情
報
の

共
有
が
不
可
欠
で
あ
る
。
村
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
は
。

【
答　
弁
】　　
　
　
　
　
　
野
村　
村
長

　
ご
み
の
分
別
に
つ
い
て
、
日
頃
よ
り
、

住
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、
ご
み

の
排
出
量
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も
あ
っ
た

が
、
令
和
３
年
度
に
は
約
８
６
０
ト
ン

だ
っ
た
も
の
が
令
和
４
年
度
は
約
８
０
４

ト
ン
と
大
き
く
減
少
し
、
本
年
度
も
昨
年

度
同
時
期
に
比
べ
減
少
傾
向
に
あ
る
。
リ

サ
イ
ク
ル
物
品
の
回
収
に
お
い
て
も
令
和

３
年
度
、
４
年
度
と
も
に
１
０
０
ト
ン
を

超
え
る
多
く
の
ご
み
が
適
正
に
分
別
さ
れ

リ
サ
イ
ク
ル
物
品
と
し
て
回
収
す
る
こ
と

が
で
き
、
改
め
て
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
ご

協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。

　
ご
み
の
分
別
に
関
し
て
、
現
在
は
山
添

つ
な
が
り
ア
プ
リ「
め
ぇ
め
ぇ
」を
通
じ
、

村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
五
十
音
順
の
検
索

一
覧
を
掲
載
し
て
い
る
。
加
え
て
、
全
村

民
の
皆
さ
ん
が
分
か
り
や
す
く
ご
み
の
分

別
が
行
え
る
よ
う
、
ど
の
種
類
に
該
当
す

る
ご
み
な
の
か
を
取
り
ま
と
め
た
紙
媒
体

の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成
を
来
年
度
以
降

に
予
定
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
山
添
つ
な

が
り
ア
プ
リ
「
め
ぇ
め
ぇ
」
や
村
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
反
映
し
、
多
く
の
村
民
の

方
々
が
ご
み
の
分
別
方
法
を
容
易
に
確
認

で
き
る
よ
う
に
検
討
し
た
い
。

　
次
に
、
議
案
の
審
議
資
料
の
公
表
に
つ

い
て
、
現
在
、
各
議
案
の
内
容
、
審
議
結

果
に
つ
い
て
は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
の

議
会
放
送
、
広
報
の
議
会
便
り
な
ど
の
形

で
公
表
し
て
い
る
。
議
案
の
審
議
の
際
、

必
要
に
応
じ
て
議
員
の
皆
さ
ん
に
議
案
の

資
料
を
配
付
し
、
口
頭
で
説
明
し
、
議
案

審
議
い
た
だ
い
て
お
り
、
こ
の
資
料
を
公

表
し
て
は
と
の
こ
と
だ
が
、
議
案
資
料
だ

け
で
は
、
数
字
だ
け
の
資
料
な
ど
部
分
的

な
資
料
も
多
く
、
分
か
り
づ
ら
い
も
の
が

あ
る
。条
例
改
正
、予
算
、新
た
な
補
助
金
、

施
策
な
ど
、
住
民
の
皆
さ
ま
に
分
か
り
や

す
い
資
料
と
し
て
、
広
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、山
添
つ
な
が
り
ア
プ
リ
「
め
ぇ
め
ぇ
」

な
ど
で
情
報
を
発
信
す
る
。

【
質　
問
】　　
　
　
　
奥
谷
和
夫　
議
員

▼
村
議
会
改
革
に
あ
た
っ
て
の
本
村
の
対

応
に
つ
い
て

　
議
会
が
村
民
に
開
か
れ
、
村
民
の
声
や

願
い
が
反
映
さ
れ
る
よ
う
本
村
議
会
の
改

革
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
村
と
し
て
の

予
算
措
置
や
条
例
整
備
な
ど
の
措
置
が
必

要
と
考
え
る
が
本
村
の
考
え
は
。

１
．
議
員
に
政
策
調
査
研
究
等
の
活
動
の

た
め
、
政
務
活
動
費
を
支
給
す
る
考
え

は
。

２
．
子
ど
も
が
村
の
一
員
で
あ
る
こ
と
を

認
識
し
、
村
政
に
つ
い
て
の
意
見
を
表

明
す
る
機
会
と
し
て
「
子
ど
も
議
会
」

を
開
催
し
て
は
。

【
答　
弁
】　　
　
　
　
　
　
野
村　
村
長

　
地
方
自
治
法
で
は「
普
通
公
共
団
体
は
、

条
例
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
議

会
の
議
員
の
調
査
研
究
そ
の
他
の
活
動
に

資
す
る
た
め
必
要
な
経
費
の
一
部
と
し

て
、
そ
の
議
会
に
お
け
る
会
派
、
ま
た
は

議
員
に
対
し
、
政
務
活
動
費
を
交
付
す
る

こ
と
が
で
き
る
。」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。

住
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
の
議
員
の
調

査
研
究
に
必
要
な
費
用
で
あ
れ
ば
、
村
と

し
て
も
前
向
き
に
検
討
し
た
い
と
考
え
る

が
、
ま
ず
は
、
条
例
の
制
定
も
必
要
な
こ

と
か
ら
、
議
員
の
皆
さ
ん
で
政
務
活
動
費

の
必
要
性
を
ご
検
討
い
た
だ
き
、
議
会
の

意
見
を
参
考
に
、
村
と
し
て
も
検
討
し
て

い
く
。

　
次
に
子
ど
も
議
会
に
つ
い
て
、
小
学
６

年
生
の
社
会
科
授
業
の
中
で
、
我
が
国
の

政
治
は
国
民
主
権
の
考
え
方
の
下
、
国
民

生
活
の
安
定
と
向
上
を
図
る
大
切
な
働
き

を
し
て
い
る
こ
と
を
学
ぶ
。
議
会
体
験
学

習
を
通
じ
て
、
議
会
の
仕
組
み
や
流
れ
を

学
ぶ
と
と
も
に
、
ふ
る
さ
と
山
添
村
の
行

政
に
興
味
・
関
心
を
持
つ
こ
と
は
、
今
後

の
主
権
者
教
育
に
も
つ
な
が
る
。
子
ど
も

議
会
の
趣
旨
の
一
つ
は
、
こ
の
政
治
や
議

会
へ
の
関
心
を
高
め
る
こ
と
に
あ
る
。
一

方
、
も
う
一
つ
の
側
面
と
し
て
、
子
ど
も

た
ち
か
ら
見
た
地
域
の
課
題
を
見
つ
け
、

解
決
方
法
を
考
え
た
り
、
探
究
的
な
取
組

み
を
出
し
合
っ
た
り
す
る
な
ど
、
子
ど
も

た
ち
が
社
会
の
一
員
と
し
て
地
域
社
会
に

参
画
し
て
い
く
機
会
で
も
あ
る
。
子
ど
も

議
会
を
子
ど
も
た
ち
の
学
び
に
、
ど
う
つ

な
げ
て
い
く
の
か
も
含
め
て
対
応
し
て
い

き
た
い
と
考
え
る
。

【
質　
問
】　　
　
　
　
野
村
信
介　
議
員

▼
①
山
添
村
立
奈
良
県
立
山
辺
高
等
学
校

山
添
分
校
の
今
後
に
つ
い
て

②
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
宣
言
に
つ

い
て

１
．
10
月
の
全
員
協
議
会
に
お
い
て
、
分

校
の
在
り
方
検
討
委
員
会
の
答
申
案
を

受
け
、
そ
の
上
で
県
教
育
委
員
会
と
話

し
合
っ
た
結
果
、
村
長
は
、
今
後
２
年

間
、
分
校
の
運
営
に
力
を
入
れ
て
本
校

化
を
目
指
す
と
述
べ
た
。
一
年
前
、
昨

年
度
の
12
月
定
例
議
会
で
は
、
村
立
高

等
学
校
と
し
て
維
持
す
る
こ
と
は
困
難

と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
の
方
針
や
考
え

を
変
更
す
る
に
至
っ
た
経
緯
は
。「
分

校
の
運
営
に
力
を
注
ぐ
」
と
い
う
今
後

の
具
体
策
と
、
金
銭
的
見
通
し
は
。

２
．
村
長
が
公
言
さ
れ
て
い
る
我
が
村
の

「
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
宣
言
」
は
、

村
の
農
業
政
策
の
大
き
な
方
針
と
な
る

が
、
あ
ま
り
議
論
が
行
わ
れ
な
い
ま
ま

進
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
を
成
功
さ
せ
る

た
め
に
は
、
議
論
の
場
を
広
げ
、
情
報

も
提
供
す
べ
き
で
あ
る
。
村
民
に
丁
寧

な
説
明
を
求
め
る
。

【
答　
弁
】　　
　
　
　
　
　
野
村　
村
長

　
高
等
学
校
は
義
務
教
育
で
は
な
い
。
中

学
生
や
保
護
者
の
皆
さ
ん
が
ど
の
よ
う
な
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補正予算の内容 （単位：千円）

〇令和５年度一般会計補正予算（第６号）

電力・ガス・食料品等価格高騰重点支援給付金、
住基システム改修委託料、簡易水道特別会計繰出金等

補正前の額 計補正額
〇令和５年度介護保険特別会計補正予算（第３号）
【保険事業勘定】

介護保険事務処理システム改修費

補正前の額 計補正額

〇国民健康保険特別会計補正予算（第５号）
【事業勘定】

療養給付費等

補正前の額 計補正額

〇令和５年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）

保険料負担金増額

補正前の額 計補正額

〇令和５年度簡易水道特別会計補正予算（第１号）

水道施設の修繕費、水道管路災害復旧工事費

補正前の額 計補正額

高
等
学
校
が
望
ま
れ
る
の
か
。
私
の
考
え

は
、
子
ど
も
達
が
行
き
た
い
学
校
。
保
護

者
が
行
か
せ
た
い
学
校
。
地
域
が
支
え
て

く
れ
る
学
校
。
い
わ
ゆ
る
魅
力
あ
る
学
校

で
、
全
国
で
こ
こ
で
し
か
学
べ
な
い
と
い

う
特
色
、そ
し
て
村
の
農
業
後
継
者
不
足
、

荒
廃
地
の
増
加
等
の
課
題
を
少
し
で
も
解

決
で
き
る
も
の
で
あ
っ
て
欲
し
い
。
そ
し

て
、そ
の
よ
う
な
人
材
が
育
っ
て
欲
し
い
。

私
は
農
業
振
興
を
村
の
活
性
化
の
大
き
な

フ
ァ
ク
タ
ー
（
要
素
）
に
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。有
機
農
法
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

山
添
分
校
の
本
校
化
を
考
え
た
と
き
、
生

徒
数
の
減
少
や
村
の
人
員
や
財
政
的
な
こ

と
等
、
将
来
に
わ
た
り
高
等
学
校
を
村
単

独
で
管
理
、
運
営
し
て
い
く
こ
と
に
は
、

い
く
つ
か
の
課
題
が
あ
る
。
そ
の
た
め
存

続
は
難
し
い
と
議
会
で
は
答
弁
し
た
。
し

か
し
、
そ
の
後
、
議
員
を
含
め
、
様
々
な

方
々
か
ら
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
ま
た

令
和
５
年
５
月
か
ら
設
置
し
た
、
山
添
分

校
の
在
り
方
検
討
委
員
会
で
は
、
10
回
の

委
員
会
が
開
催
さ
れ
、「
村
立
の
定
時
制

高
等
学
校
と
し
て
本
校
化
を
」
と
の
答
申

が
な
さ
れ
た
。
そ
の
こ
と
を
受
け
、
私
と

し
て
も
、
高
等
学
校
が
村
の
農
業
振
興
、

活
性
化
に
つ
な
が
る
と
い
う
可
能
性
が
少

し
で
も
あ
る
の
な
ら
と
考
え
、
こ
れ
か
ら

の
２
年
間
、
本
校
化
を
目
指
し
た
取
組
に

挑
戦
す
る
決
心
を
し
、
今
後
、
教
育
委
員

会
と
学
校
、
地
域
で
協
力
し
な
が
ら
、
で

き
る
こ
と
か
ら
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。
例
え
ば
、
村
内
農
家
の
指

導
に
よ
る
実
習
や
農
産
物
販
売
、
有
機
農

法
充
実
の
取
組
、
村
内
事
業
所
で
の
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど
実
習
の
充
実
や
地
域

と
の
連
携
強
化
か
ら
始
め
て
い
く
予
定
で

あ
る
。
地
域
の
皆
様
方
の
人
的
、
技
術
的

な
ご
協
力
お
願
い
し
た
い
。

　
ま
た
、
高
等
学
校
教
育
の
目
的
は
、
知

徳
体
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
社
会
で
活
躍
で

き
る
人
材
の
育
成
で
、
更
に
、
高
等
学
校

が
あ
る
こ
と
で
こ
の
村
が
活
性
化
し
、
発

展
し
て
欲
し
い
。
令
和
７
年
に
改
め
て
取

組
の
状
況
も
勘
案
し
、
村
と
高
等
学
校
の

将
来
の
こ
と
や
財
政
的
な
こ
と
も
踏
ま

え
、
総
合
的
か
つ
最
終
的
な
判
断
を
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。
予
算
に
つ
い
て
は
、

先
に
述
べ
た
取
組
に
関
し
て
必
要
で
あ
る

も
の
に
は
対
応
す
る
。

　
次
に
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
構
想
に

つ
い
て
、
住
民
の
皆
様
へ
の
情
報
提
供
、

ま
た
、
そ
の
議
論
は
、
令
和
６
年
の
１
年

間
を
か
け
て
進
め
る
検
討
会
や
試
行
的
な

取
組
み
の
中
で
行
っ
て
い
く
。
具
体
的
に

は
、
農
業
者
と
消
費
者
に
よ
る
意
見
交
換

会
や
講
座
、ま
た
、勉
強
会
で
オ
ー
ガ
ニ
ッ

ク
の
基
本
や
栽
培
技
術
の
向
上
な
ど
、
学

ぶ
機
会
を
設
け
、
更
に
は
、
学
校
と
の
連

携
や
良
質
堆
肥
の
試
作
、
販
路
拡
大
へ
の

取
組
を
行
う
。
そ
の
１
年
間
の
成
果
等
を

も
と
に
、
今
後
５
年
程
度
の
持
続
可
能
な

実
施
計
画
を
策
定
す
る
。
そ
の
後
、
オ
ー

ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
宣
言
を
行
い
、
全
国

へ
発
信
す
る
。
そ
し
て
、
自
立
及
び
定
着

へ
の
流
れ
を
数
年
か
け
て
実
施
し
て
い
き

た
い
。
決
し
て
、
農
家
の
皆
様
に
有
機
農

業
へ
転
換
し
て
も
ら
う
、
と
い
う
こ
と
で

は
な
く
、
こ
の
施
策
で
現
行
農
業
者
へ
も

様
々
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
取
組
を
進
め
て

い
き
た
い
。

議
会
の
あ
ゆ
み
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（第４回定例会）　　議会だより



令和５年分 確定申告のお知らせ

２月１６日（金） ～ ３月１５日（金）　（土日・祝日は除く）
午前９時 ～ 午前１１時　・　午後１時 ～ 午後４時
申告相談会場　役場１階会議室（※相談時間は、ご予約時間から前後することがあります。）

・個人番号カード又は個人番号通知カードと本人確認書類
　個人番号カードの４桁の数字及び英数字合わせて６～１６桁の暗証番号
・税務署からのハガキ、封筒
・所得計算に必要な帳簿書類等および源泉徴収票
・国民年金保険料等支払証明書、生命（地震）保険料などの所得控除に必要な書類
・還付申告をされる方は通帳など口座番号がわかるもの等

　下記に該当する申告のある方は、山添村申告会場ではお受けできませんので桜井税務署が開催する確定申告
相談で申告をお願いします。（桜井税務署での相談受付については、10ページをご覧ください）

予約をせずにお越しいただいた場合は申告相談をお受けすることができませんのでご注意ください。

♦予約方法
○

○

インターネットの場合、下記ＵＲＬまたはＱＲコードから申請ページに進み、
内容に沿ってご入力ください。
　　▶予約受付時間　２月１日（木）～３月 8日（金）
　　　２４時間（当日の予約はできません）　※予約が埋まり次第終了します。
　　▶申込ＵＲＬ　https://logoform.jp/form/qBJB/457671
電話の場合、希望日時・氏名・住所・電話番号・申告内容をお聞かせください。
　　▶予約受付時間　平日の午前８時３０分～午後５時００分（土日・祝日は除く）
　　▶電話番号　　　８５‐００４３
　※先着順となりますので、ご希望に添えない場合はご了承ください。

▲スマホ専用画面に
　アクセスできる
　QRコード

問  住民課
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特集　　　　令和５年分　確定申告のお知らせ



　スマートフォンやパソコンを使用すれば、画面の案内に沿って入力するだけで、ご自宅で
確定申告書を作成可能！そのまま提出することができます。
ＵＲＬ：https://www.keisan.nta.go.jp/kyoutu/ky/sm/top#bsctrl

　村民（県民）に対し、その所得に応じてかかる地方税です。確定申告をする必要のない方でも村・県民税の
申告をしてください。（住民課窓口で行っています）
　申告書が必要な場合は住民課までお申出ください。
　【ご注意ください】

・16歳未満の扶養親族の扶養控除はありませんが、非課税限度額の算定に必要となります。
・前年中に収入（所得）がなかった人は収入がなかった旨をご記入の上、提出してください。申告がな
いと税証明（所得証明、課税証明、非課税証明）が発行できません。また、国民健康保険、介護保険、
後期高齢者医療保険などの保険税（料）の算定や、他の行政サービスを受ける上でも必要な資料となり
ますので、必ずご提出ください。

（ＪＲ・近鉄桜井駅から徒歩５分）

サンディ

納税協会

至 名古屋

至 

奈
良

至 高田

桜井市役所

桜井税務署

桜井市商工会館

165

桜井駅

桜井税務署の確定申告会場は
　　「桜井市商工会館３階」です。

※確定申告会場では午後４時まで申告相談の受付をしておりますが、会場の状況に応じて早めに
相談受付を終了させていただく場合もございます。
※２月 16日 ( 金 ) ～３月 15日（金）の期間は、税務署内では申告相談を行っておりません。
　電話でのお問合せは、桜井税務署（☎０７４４－４２－３５０１）に電話していただいた後、
自動音声案内に従い「０」を選択してください。

開設期間

開設時間
所　在　地

２月 16 日（金）～３月 15 日（金）
※土・日・祝日は開設しておりません。
午前９時～午後５時
桜井市大字川合 260 番地の 2

　従来の対面相談方法から、ご自分でＰＣ等を使い入力していただく方法へ変わります。
わからない場合は職員が入力を支援します。（一般、農業、不動産用収支内訳書の作成や、障害者手帳を
お持ちの方など、操作が行えない方については従来通り、職員が支援します。）
　令和６年分確定申告をご自分で入力していただけるよう、令和５年分確定申告の際に入力した箇所を
示した操作マニュアルを作成し、お渡しします。
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村
税
等
の
２
月
分
の

　
納
付
に
つ
い
て

　
康
保
険
税
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

の
第
８
期
、
及
び
介
護
保
険
料
の
第
５
期

の
納
付
月
で
す
。

　
納
付
書
は
、
第
１
期
納
付
書
を
送
付
す

る
際
に
、
第
２
期
以
降
分
の
納
付
書
も
ま

と
め
て
一
括
送
付
し
て
い
ま
す
。

　
年
度
途
中
で
税
額
等
に
変
更
が
生
じ
た

場
合
は
、
そ
の
都
度
変
更
後
の
納
付
書
を

一
括
で
送
付
し
ま
す
。

　
な
お
、
各
納
期
限
を
過
ぎ
る
と
督
促
手

数
料
、
延
滞
金
が
発
生
し
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
コ
ン
ビ
ニ
で
も
村
税
等
の
納
付

が
可
能
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

　
納
め
忘
れ
の
心
配
が
な
い
口
座
振
替
納

付
を
新
た
に
利
用
さ
れ
る
場
合
は
、
金
融

機
関
で
手
続
き
が
必
要
で
す
。
利
用
可
能

な
金
融
機
関
は
、
南
都
銀
行
、
奈
良
県
農

協
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
で
す
。

問　
住
民
課

税
・
保
険

健
康
・
福
祉

　
備
え
て
安
心
「
安
心
カ
ー
ド
」

　「
安
心
カ
ー
ド
」
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
ど
ん
な
も
の
？

　
自
宅
に
救
急
車
を
呼
ん
だ
際
に
、
駆
け

付
け
た
救
急
隊
員
が
適
切
に
救
護
し
、
緊

急
連
絡
先
へ
素
早
く
連
絡
を
行
う
た
め
の

も
の
で
す
。

　
あ
ら
か
じ
め
安
心
カ
ー
ド
に
自
身
の
情

報
を
記
入
し
、
ケ
ー
ス
に
入
れ
て
冷
蔵
庫

に
保
管
し
て
お
き
ま
す
。

　
記
入
内
容
の
確
認
を

　
　
　
　
　
　
　
お
願
い
し
ま
す

　
安
心
カ
ー
ド
は
、
古
い
情
報
の
ま
ま
だ

と
適
切
な
救
護
を
受
け
ら
れ
な
い
可
能
性

も
あ
り
ま
す
。
年
齢
や
常
用
し
て
い
る
薬

な
ど
内
容
に
変
更
が
な
い
か
再
度
ご
確
認

い
た
だ
き
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
カ
ー
ド
に

記
入
さ
れ
た
個
人
情
報
は
、
救
急
用
務
以

外
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

※

広
報
の
中
に
安
心
カ
ー
ド
を
折
り
込
ん

で
い
ま
す
。
記
入
欄
が
足
り
な
い
場
合

は
、
役
場
・
各
出
張
所
・
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
・
村
内
診
療
所
に
設
置
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
ご
自
由
に
お
持
ち
帰
り

く
だ
さ
い
。

問　
保
健
福
祉
課
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役場の直通番号ご案内
市外局番

総務課 85-0041
行政相談、人権相談、情報公開、
消費生活相談、議会、選挙、広報、
統計、消防、防災、防犯、
交通安全などに関すること

環境衛生課 85-0047
簡易水道、下水道、公害、環境美化、
蓄犬、エネルギーなどに関すること

地域振興課 85-0048
商工業、観光、移住定住、
地域づくり、
ふるさと納税などに関すること

農林建設課 85-0046
農業委員会、農地・農業相談、
農林水産、地籍調査、道路、河川、
災害復旧などに関すること

教育委員会事務局 85-0049
学校教育、社会教育、社会体育、
生涯学習、文化財、
公民館などに関すること

総合政策課 85-0040
総合計画、地方創生、定住自立圏構想、
業務改革及びデジタル化推進、
企業版ふるさと納税、重要施策の総合調整、
村長の特命事項などに関すること

住民課 85-0044
戸籍、印鑑登録、住民票、村税、
介護保険料、国民健康保険、
諸証明、国民年金、福祉医療、
児童手当などに関すること

保健福祉課 85-0045
社会福祉、保健・予防事業、
生活保護、介護保険、
地域包括支援センター、保育園、
診療所などに関すること

出納・会計などに関すること85-0253 浄化槽維持管理、し尿汲取り山辺衛生センター  
山辺環境衛生組合

今月の情報

財務会計室 85-0416

税
・
保
険

広
　
告

健
康
・
福
祉

子
育
て
・
教
育

環
境
・
エ
コ

募
集
・
相
談

イ
ベ
ン
ト
・
催
し

そ
の
他

information 　…日時・期間 / 　…場所 / 　…内容 / 　…その他 / 　…申込み / 　…問い合わせ



　

小
中
一
貫
教
育
ト
ピ
ッ
ク
⑤

　
〜
「
学
び
」
つ
な
が
る
山
添
の
教
育
〜

　
中
学
校
教
員
が
小
学
校
で
指
導
を
行
っ

た
り
、
小
学
校
教
員
が
中
学
校
で
指
導
を

行
う
な
ど
の
校
種
を
越
え
た
指
導
も
小
中

一
貫
教
育
の
代
表
的
な
取
組
の
一
つ
で

す
。
例
え
ば
、

 

・
中
学
校
教
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
教
科
の
専

門
性
を
生
か
し
た
授
業
を
小
学
校
で
行

う

 

・
小
学
校
教
員
が
中
学
校
に
お
い
て
、
生

徒
に
補
充
的
な
指
導
を
行
う

な
ど
の
取
組
が
あ
り
ま
す
。
小
・
中
学
校

の
教
員
が
協
働
し
て
指
導
を
行
う
こ
と
に

よ
り
、
児
童
生
徒
理
解
が
深
ま
っ
た
り
、

学
習
指
導
や
生
徒
指
導
の
改
善
に
つ
な
が

り
や
す
く
な
っ
た
り
す
る
と
い
っ
た
メ

リ
ッ
ト
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
今
後
、
児
童
生
徒
が
そ
の
よ
さ
を
実
感

で
き
る
よ
う
な
取
組
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

問　
教
育
委
員
会
事
務
局

　

高
校
生
の
保
護
者
の
方
へ

　

通
学
定
期
助
成
金
に
つ
い
て

　
高
等
学
校
等
へ
バ
ス
を
利
用
し
て
通
学

さ
れ
て
い
る
生
徒
の
保
護
者
の
方
に
対
し

て
、
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
に

通
学
定
期
券
購
入
代
金
の
一
部
を
助
成
し

ま
す
。
受
付
期
間
が
あ
る
た
め
、
お
早
め

に
お
手
続
き
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者　
本
村
か
ら
高
等
学
校
等
へ
バ

ス
で
通
学
し
て
い
る
方

▼
対
象
路
線

　
天
理
都
祁
線(

奈
良
交
通)

、

　
上
野
山
添
線
（
三
重
交
通
）

※
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
・
村
民
送
迎
バ
ス

を
除
く
。

▼
助
成
額　
令
和
５
年
４
月
か
ら
翌
年
３

月
ま
で
の
通
学
定
期
券
購
入
代
金
の
３

割
▼
受
付
期
間

　
３
月
１
日
（
金
）
〜
３
月
29
日
（
金
）

ま
で

※

申
請
に
は
、通
学
定
期
券
の
写
し（
購
入

金
額
、有
効
期
限
、区
間
が
分
か
る
も

の
）の
添
付
が
必
要
で
す
。申
請
受
付
期

間
ま
で
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

問　
教
育
委
員
会
事
務
局

子
育
て
・
教
育

　

３
Ｒ（
ス
リ
ー
ア
ー
ル
）活
動
に
つ
い
て

　
活
用
に
関
す
る
キ
ー
ワ
ー
ド
で
す
。
リ

デ
ュ
ー
ス
（Reduce

）、
リ
ユ
ー
ス

（Reuse

）、
リ
サ
イ
ク
ル
（Recycle

）

の
頭
文
字
「
Ｒ
」
を
取
っ
て
で
き
た
言
葉

で
す
。
詳
細
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

〇
リ
デ
ュ
ー
ス
（R

educe

）

　
「
ご
み
の
発
生
を
減
ら
す
こ
と
」

 

・
マ
イ
バ
ッ
ク
・
マ
イ
水
筒
を
使
う

 

・
詰
替
商
品
、
簡
易
包
装
の
商
品
を
選
ぶ

 

・
食
べ
残
し
を
し
な
い　
な
ど

〇
リ
ユ
ー
ス
（R

euse

）

　
「
繰
り
返
し
使
う
」

 

・
不
要
に
な
っ
た
物
は
必
要
な
方
な
ど
に

譲
る

 

・
び
ん
な
ど
再
度
使
用
で
き
る
商
品
を
選

ぶ
な
ど

〇
リ
サ
イ
ク
ル
（R

ecycle

）

　
「
資
源
化
し
再
び
製
品
化
す
る
こ
と
」

 

・
分
別
を
行
い
リ
サ
イ
ク
ル
に
だ
す

 

・
リ
サ
イ
ク
ル
製
品
を
使
用
す
る　
な
ど

※
リ
サ
イ
ク
ル
の
収
集
品
目
、
収
集
日
に

つ
い
て
は
「
家
庭
ご
み
の
分
け
方
・
出

し
方
ポ
ス
タ
ー
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

３
Ｒ
活
動
へ
の
協
力
が
ご
み
の
減
量

化
、
そ
し
て
地
球
温
暖
化
防
止
に
繋
が

り
ま
す
。

問　
環
境
衛
生
課

環
境
・
エ
コ

　
「
さ
ら
に
詳
し
い
ス
マ
ホ
教
室
」

　

開
催
の
お
知
ら
せ

　
こ
れ
か
ら
訪
れ
る
デ
ジ
タ
ル
社
会
に
向

け
て
、
デ
ジ
タ
ル
を
楽
し
く
、
少
し
ず
つ

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
シ
ニ
ア
世
代

の
方
を
対
象
に
「
さ
ら
に
詳
し
い
ス
マ
ホ

教
室
」
を
定
期
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

▼
日
程
及
び
場
所

　
２
月
８
日
（
木
）
／
波
多
野
公
民
館

　
２
月
22
日
（
木
）
／
豊
原
公
民
館

▼
内
容
及
び
時
間

①
電
源
の
入
れ
方
・
ボ
タ
ン
操
作

　
　
　
　
　
午
前
10
時
〜
11
時

②
全
国
版
救
急
受
診
ア
プ
リ
利
用
方
法

　
　
　
　
　
午
前
11
時
30
分
〜
12
時
30
分

③
健
康
保
険
証
利
用
登
録
・
公
金
受
取
口

座
の
登
録

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

▼
定
員　
各
講
座
８
名
（
先
着
順
）

　
　
　
　

※

事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

▼
参
加
費　
無
料

問　
総
合
政
策
課

募
集
・
相
談
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き
の
こ
栽
培
技
術
研
修
会

　
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

　
し
い
た
け
等
食
用
き
の
こ
の
知
識
や
栽

培
技
術
習
得
の
た
め
の
講
義
・
実
習
を
行

い
ま
す
。

【
奈
良
県
主
催
】

▼
日
時

　
３
月
２
日（
土
）午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　
（
午
前
９
時
30
分
受
付
開
始
）

▼
場
所　
宇
陀
市
農
林
会
館

　
（
宇
陀
市
榛
原
下
井
足
８
２
５
番
地
）

▼
対
象
者　
18
歳
以
上（
幼
児
同
伴
不
可
）

▼
募
集
人
数　
60
人
（
抽
選
）

▼
参
加
費　
無
料

▼
申
込
方
法

２
月
５
日
（
月
）
〜
２
月
14
日
（
水
）

の
間
に
電
話
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
住
所
・
氏

名
・
性
別
・
電
話
番
号
を
東
部
農
林
振

興
事
務
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　
☎　
０
７
４
５

－

84

－

９
５
０
１

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
４
５

－

84

－

２
１
２
７

【
山
添
村
主
催
】

▼
日
時

　
３
月
９
日（
土
）午
前
10
時
〜
午
後
２
時

　
（
午
前
９
時
30
分
受
付
開
始
）

▼
場
所　
山
添
村
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

▼
対
象
者　
18
歳
以
上（
幼
児
同
伴
不
可
）

▼
募
集
人
数　
10
人
（
先
着
）

▼
参
加
費　
無
料

▼
申
込
方
法

２
月
１
日
（
木
）
〜
３
月
８
日
（
金
）

　
奈
良
県
司
法
書
士
会

　
全
国
一
斉「
遺
言
・
相
続
」無
料
相
談
会

　
近
年
の
相
続
登
記
未
了
に
よ
る
所
有
者

不
明
土
地
問
題
や
空
き
家
問
題
の
解
消
に

向
け
た
法
改
正
の
一
環
と
し
て
、
令
和
６

年
４
月
１
日
か
ら
相
続
登
記
の
申
請
が
義

務
化
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
奈
良
県
司
法
書
士
会
で
は
、

遺
言
や
相
続
に
関
す
る
無
料
相
談
会
を
下

記
の
と
お
り
開
催
致
し
ま
す
。

▼
開
催
日
時

　
２
月
17
日
（
土
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

▼
開
催
場
所

　
【
北
部
会
場
】

　
奈
良
県
司
法
書
士
会
館

　
奈
良
市
西
木
辻
町
３
２
０
ー
５

　
【
南
部
会
場
】

　
奈
良
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

　
橿
原
市
大
久
保
町
３
２
０
番
地
11

▼
内
容　
遺
言
、
相
続
登
記
そ
の
他
相
続

に
関
す
る
相
談

▼
相
談
方
法　
面
談
及
び
電
話

▼
相
談
料　
無
料

　
本
相
談
会
は
予
約
優
先
で
す
。
ご
予
約

は
奈
良
県
司
法
書
士
会
ま
で
お
電
話
く
だ

さ
い
。

問　
奈
良
県
司
法
書
士
会

　
　
　
　
☎
０
７
４
２

－

81

－

８
０
５
０

イ
ベ
ン
ト
・
催
し

の
間
に
電
話
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
住
所
・
氏

名
・
電
話
番
号
を
農
林
建
設
課
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

問　
農
林
建
設
課　
☎　
85

－

０
０
４
６

　
　
　
　
　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ　
85

－

０
４
７
２

　
自
衛
官
を
募
集
し
ま
す

◆
自
衛
官
候
補
生
◆

▼
資
格

　
18
歳
以
上
33
歳
未
満

▼
受
付
期
間

　
随
時

▼
試
験
日

　
受
付
時
に
通
知

◆
そ
の
他
募
集
種
目
◆

　
予
備
自
衛
官
補

◆
自
衛
隊
説
明
会
の
お
知
ら
せ
◆

▼
日
時

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
ま
で
自
由
参
加

▼
場
所

　
自
衛
隊
天
理
募
集
案
内
所

　
（
天
理
駅
徒
歩
１
分
）

▼
説
明
内
容

就
職
、
進
学
、
福
利
厚
生
、
そ
の
他
質

問
事
項
等
に
つ
い
て
ご
説
明
し
ま
す
。

問　
自
衛
隊
天
理
募
集
案
内
所

　
　
　
　
☎
０
７
４
３

－

63

－

２
５
４
０

　有料広告掲載欄に広告を掲載する広告
主を、毎号募集しています。店や会社の
ＰＲ、催しごとの案内などにお気軽にご
活用ください。

　　　　　　　　問　総務課
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税
・
保
険

広
　
告

健
康
・
福
祉

子
育
て
・
教
育

環
境
・
エ
コ

募
集
・
相
談

イ
ベ
ン
ト
・
催
し

そ
の
他
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「
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
」
の

　

設
置
推
奨
に
つ
い
て

　
地
震
に
よ
る
火
災
の
過
半
数
は
電
気
が

原
因
と
い
う
事
実
を
ご
存
知
で
す
か
？

　
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
本
震
に
よ
る

火
災
全
１
１
１
件
の
う
ち
、
原
因
が
特
定

さ
れ
た
も
の
が
１
０
８
件
。
そ
の
う
ち
過

半
数
が
電
気
火
災
の
出
火
で
し
た
。
地
震

が
引
き
起
こ
す
電
気
火
災
と
は
、
地
震
の

揺
れ
に
伴
う
電
気
機
器
か
ら
の
出
火
や
、

停
電
が
復
旧
し
た
時
に
発
生
す
る
火
災
の

こ
と
で
す
。

　
電
気
火
災
対
策
に
は
、
「
感
震
ブ
レ
ー

カ
ー
」
が
効
果
的
で
す
。
「
感
震
ブ
レ
ー

カ
ー
」
は
、
地
震
発
生
時
に
設
定
値
以
上

の
揺
れ
を
感
知
し
た
時
に
、
ブ
レ
ー
カ
ー

や
コ
ン
セ
ン
ト
等
の
電
気
を
自
動
的
に
止

め
る
器
具
で
す
。
「
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
」

の
設
置
は
、
不
在
時
や
ブ
レ
ー
カ
ー
を

切
っ
て
避
難
す
る
余
裕
が
な
い
場
合
に
電

気
火
災
を
防
止
す
る
有
効
な
手
段
で
す
。

※

「
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
」
の
製
品
に
つ
い

て
は
、
電
気
工
事
が
必
要
な
も
の
、
不

必
要
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
に
つ

い
て
は
、
各
メ
ー
カ
ー
等
に
問
い
合
わ

せ
い
た
だ
く
く
か
、
山
添
消
防
署　
予

防
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
山
添
消
防
署　
☎
85

－

０
３
０
４

　

自
動
車
の
検
査
・
登
録
の

　

各
種
申
請
に
つ
い
て

　
毎
年
３
月
末
は
、
決
算
期
や
自
動
車
税

の
賦
課
期
日
の
終
期
等
に
よ
る
影
響
を
受

け
、
自
動
車
・
の
検
査
・
登
録
の
各
種
申

請
が
、
窓
口
に
集
中
し
ま
す
。

　
こ
の
時
期
は
、
申
請
者
の
皆
さ
ま
方
に

は
長
時
間
お
待
ち
い
た
だ
く
な
ど
大
変
ご

迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
緩
和
す
る
た
め
、

自
動
車
の
移
転
登
録
（
名
義
変
更
）
や
抹

消
登
録
（
廃
車
）
等
の
各
種
手
続
き
及
び

検
査
に
つ
き
ま
し
て
は
、
で
き
る
だ
け
早

期
に
済
ま
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

登
録
及
び
検
査
関
係
の
案
内
に
つ
き
ま
し

て
は
、
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
「
０
５
０

－

５
５

４
０

－

２
０
６
３
」
（
音
声
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

サ
ー
ビ
ス
）
に
よ
り
24
時
間
行
っ
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
近
畿
運
輸
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

お
い
て
各
種
手
続
き
案
内
を
掲
載
し
て
い

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問　
近
畿
運
輸
局
奈
良
運
輸
支
局

　
　
☎
０
５
０

－

５
５
４
０

－

２
０
６
３

　

寄
附
金
の
収
納
事
務
を

　

委
託
し
て
い
ま
す

　
村
で
は
、
次
の
と
お
り
収
納
事
務
の
委

託
先
を
追
加
し
ま
し
た
の
で
、
山
添
村
会

計
規
則
第
17
条
第
３
項
の
規
定
に
よ
り
公

表
し
ま
す
。

▼
委
託
事
務
名

　
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
の
収
納
（
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
公
金
支
払
い
の
方
法

に
よ
り
納
付
さ
れ
る
も
の
に
限
る
。
）

▼
委
託
先
の
名
称
及
び
事
務
所
の
所
在
地

・
株
式
会
社
オ
ー
ル
ア
バ
ウ
ト
ラ
イ
フ

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

東
京
都
渋
谷
区
恵
比
寿
南
１
丁
目
15

－

１

問　
地
域
振
興
課

　

能
登
半
島
地
震
に
対
す
る

　

義
援
金
の
送
付
に
つ
い
て　

　
新
年
早
々
に
石
川
県
能
登
地
方
を
襲
っ

た
震
度
７
の
大
地
震
は
日
本
全
体
を
震
撼

さ
せ
た
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
震
災
に
よ
り
２
０
０
名
を
超
え
る

方
々
が
犠
牲
と
な
り
、
今
な
お
多
数
の

方
々
が
避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
今
回
、
山
添
村
と
し
て
１
月
４
日
付
で

石
川
県
を
通
じ
義
援
金
30
万
円
を
お
送
り

し
ま
し
た
。

　
今
後
も
役
場
・
出
張
所
に
募
金
箱
を
設

置
し
て
い
ま
す
の
で
、
皆
様
の
暖
か
い
ご

支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

問　
総
務
課

　

令
和
６
年
度
・
７
年
度

　

建
設
工
事
等
入
札
参
加
資
格

　

申
請
受
付
に
つ
い
て

　
山
添
村
が
発
注
す
る
建
設
工
事
、測
量
・

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
役
務
及
び
物
品

供
給
業
務
を
受
注
す
る
た
め
に
は
、
入
札

参
加
資
格
申
請
書
の
提
出
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

①
受
付
期
間

　
２
月
１
日
（
木
）
〜
29
日
（
木
）

②「
建
設
工
事
」、「
測
量
・
建
設
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
」
及
び
「
役
務・物
品
供
給
」

で
は
そ
れ
ぞ
れ
申
請
書
及
び
提
出
物
が

異
な
り
ま
す
。

③
物
品
供
給
と
は
、
製
品
や
数
が
多
く
高

額
に
な
る
消
耗
品
の
納
入
で
す
。

④
受
付
は
、
郵
送
の
み
と
な
り
ま
す
。

　
詳
細
は
、
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問　
農
林
建
設
課

　
奈
良
方
面
村
民
送
迎
バ
ス
及
び

　
奈
良
交
通
東
山
線
の
利
用
に
つ
い
て

　
令
和
６
年
４
月
１
日
以
降
も
奈
良
方
面

村
民
送
迎
バ
ス
の
利
用
及
び
奈
良
交
通
東

山
線
特
別
乗
車
券
を
ご
利
用
い
た
だ
く
場

合
は
更
新
が
必
要
で
す
。

　
役
場
窓
口
ま
た
は
電
子
申
請
で
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

問　
総
務
課

そ
の
他
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山
添
俳
句
教
室
〔 

十
二
月
句
会
よ
り 

〕

山
本 

ヒ
ロ
子
選

も
が
り
ぶ
え

う

し

な

田
畑
　
茂
代

中
島
ミ
ツ
子

西
岡
た
か
代

渕
脇
　
逸
郎

松
尾
　
忠
子

向
井
　
弥
栄

今
西
眞
佐
男

尾
上
　
正
典

山
本
ヒ
ロ
子

白
壁
に
さ
揺
る
る
影
や
柿
簾

落
葉
踏
む
音
の
み
ひ
び
き
大
人
の
墓

ぎ
し
ぎ
し
と
吊
り
上
ぐ
神
の
大
飾
り

草
の
絮
三
角
屋
根
を
越
え
ゆ
け
り

貼
り
替
へ
し
障
子
明
り
や
藩
主
邸

又
三
郎
読
み
ゐ
る
真
夜
の
虎
落
笛

年
惜
し
む
曾
孫
の
写
真
ま
た
眺
め

神
杉
に
掛
け
む
と
長
き
注
連
を
綯
う

注
連
縄
の
朽
ち
し
磐
座
冬
ざ
る
る

■「
小
寒
・
大
寒
」
と
、
ま
す
ま
す
凍
て
つ
く
朝
が
続
き

ま
す
。
し
か
し
、「
初
春
・
立
春
」
と
春
を
待
つ
心
は
、

日
ご
と
膨
ら
む
梅
の
蕾
の
よ
う
に
膨
ら
み
ま
す
。

　
　

　
　
　
東
よ
り
春
は
来
る
と
植
ゑ
し
梅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
高
浜
虚
子
）

令和６年の区長さんをご紹介します
　今年一年よろしくお願い申し上げます。

室 　 津

松 　 尾

的 　 野

峰 　 寺

桐 　 山

北 　 野

春 　 日

大 　 西

菅 　 生

上 　 津

奥　中　彌壽志

西 窪 耕 介

南 　 辰 治

上久保　　諭

乾 　 卓 司

井 倉 圭 司

今 北 　 尚

福 田 寿 史

森 　 雅 行

辻 　 啓 二

下 　 津

遅 　 瀬

中 峰 山

広 　 代

中 之 庄

吉 　 田

広 　 瀬

鵜 　 山

片 　 平

葛 　 尾

中 村 達 也

山 上 　 学

今 本 忠 伸

宮 次 孝 一

松 井 隆 幸

奥 西 研 一

川波多　　潤

山 本 丈 晴

南 出 正 光

髙 橋 忠 司

三 ケ 谷

勝 　 原

岩 　 屋

毛 　 原

切 　 幡

伏 　 拝

助 　 命

箕 　 輪

大 　 塩

堂 　 前

大 字 　 氏 名 　 大 字 　 氏 名 　 大 字 　 氏 名 　

今 谷 英 一

巽 　 義 男

増 田 　 均

増 田 和 史

西久保　博　史

植 田 誠 輝

川 畑 　 剛

奥 坊 恵 典

辰 巳 佳 久

中 西 教 昭

年
　
の
　
暮
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税
・
保
険

広
　
告

健
康
・
福
祉

子
育
て
・
教
育

環
境
・
エ
コ

募
集
・
相
談

イ
ベ
ン
ト
・
催
し

そ
の
他

information 　…日時・期間 / 　…場所 / 　…内容 / 　…その他 / 　…申込み / 　…問い合わせ



※振替休日

※天皇誕生日

村
内 イベントカレンダｰ

村主催の催しや、リサイクル物品の回収日などを１カ月分のカレンダーにまとめました。
皆さんの予定なども書きこんでいただき、自分だけのカレンダーとしてご活用ください。
各種詳細は、本紙該当ページや「家庭ごみの分け方・出し方」ポスターをご覧ください。

保育園開放

固定資産税
国民健康保険税
介護保険料
後期高齢者医療保険料
納期限

1/29

5

12

19

26

4

11

18

25

3/3

3

10

17

24

3/2

2

9

16

23

3/1

1

8

15

22

29

1/31

7

14

21

28

1/30

6

13

20

27

すくすく広場

すくすく広場

健康
ウォーキング
（大西）

㊫かぎ針編み教室
 （東山公）

㊫本に親しもう
 （読書会）
 （東山公）

㊫毛筆に親しもう
 （東山公）

㊫毛筆に親しもう
 （東山公）

㊫山添村スケッチ
　教室 （波多野公）

㊫健康のための
　運動
　 （波多野公）

人権相談・
　　行政相談
9:00～11:30

カ
レ
ン
ダ
ー
の
見
方

緑色の欄は役場が休みの日です。
「リサイクル物品回収日」中の「①」「②」はグループが分かれていることを表しています。該当グルー
プの確認は環境衛生課発行の「家庭ごみの分け方・出し方」のポスターでご確認ください。
㊫は公民館事業の「生涯学習教室」を表しています。※名称が長い教室名は略称を使用。
イベントカレンダーは山添つながりアプリ「めぇめぇ」でもご覧いただけます。

◇
◇

◇
◇

リサイクル物品
回収日①

リサイクル物品
回収日②

㊫季節のお料理教室
　～桃の節句～
 （豊原公）

※建国記念の日
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〔令和５年１２月末現在 ( ) は前月比〕

人　口：  3,130 人
男　性：  1,500 人
女　性：  1,630 人
世帯数：  1,325 世帯

（ －８）
（ －４）
（ －４）
（ －３）

山添村に住所がある人の動きを
表しています。

出　生：  
死　亡：
転　入：
その他増：
転　出：
その他減：

０人
５人
０人
０人
３人
０人

　永年、山添村のためにご尽力
いただき、ありがとうござい
ました。
　心よりご冥福をお祈り申し
上げます。
※ご遺族より、許可を得た方
のみ、掲載しています。

[12 月届出 ]

奥　村　善　成　  様
　　　　　  （92 歳　菅　生）

井　阪　秋　子　  様
　　　　　  （78 歳　広　瀬）

中　西　千加代　  様
　　　　　  （59 歳　毛　原） 　

防
災
行
政
無
線
の
定
期
放
送
を

　
実
施
し
て
い
ま
す

　
防
災
行
政
無
線
の
動
作
確
認
の
た
め
、

定
期
放
送
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

▼
戸
別
受
信
機

　
毎
週
土
曜
日　
午
後
６
時

▼
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー

　
毎
月
15
日　
正
午

問　
総
務
課
（
不
具
合
な
ど
）

　
山
添
村
自
治
体
放
送
を

　
ご
覧
く
だ
さ
い

　
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
11
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
、

毎
日
24
時
間
放
送
中
。

　
役
場
な
ど
か
ら
の
お
知
ら
せ
を
配
信
し

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問　
総
務
課

※

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
プ
ラ
ン
変
更
や
新

　
設
な
ど
に
つ
い
て
は
、
こ
ま
ど
り
ケ
ー

　
ブ
ル
へ
直
接
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　
　
☎
０
１
２
０

－

６
６
７

－

７
４
０

③ ①

④ ②

　
毎
月
11
日
は
人
権
を
確
か
め
あ
う
日

　
人
権
相
談
・
行
政
相
談
を
開
設
し
ま
す

▼
日
程　
２
月
13
日
（
火
）

▼
時
間　
午
前
９
時
〜
11
時
30
分

▼
場
所　
役
場　
会
議
室
１

－

４

問　
総
務
課

　
電
話
に
よ
る
人
権
相
談
・

　
行
政
相
談
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

◎
人
権
相
談

　
み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番

　
　
　
☎
０
５
７
０

－

０
０
３

－

１
１
０

　
奈
良
地
方
法
務
局

◎
行
政
相
談

　
行
政
苦
情
１
１
０
番

　
　
　
☎
０
５
７
０

－

０
９
０

－

１
１
０

問　
奈
良
行
政
監
視
行
政
相
談
セ
ン
タ
ー

　
役
場
へ
の
お
問
い
合
わ
せ
に
つ
い
て

　
役
場
で
は
、
電
話
で
の
お
問
い
合
わ
せ

に
加
え
、
山
添
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て

お
問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
を
設
置
し
て
お

り
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
「
お
問
い

合
わ
せ
」
を
ク
リ
ッ
ク
し
、
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
内
容
に
よ
っ
て
は
回
答
に
お
時

間
を
い
た
だ
く
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。
お

急
ぎ
の
場
合
は
お
電
話
に
て
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問　
総
務
課
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android 版 ios 版こども園建設現場

20 歳のつどい 実行委員会の皆さん

私たちが
　歓談会を企画しました

　ふるさとセンターふれあいホールで
20歳のつどいが開催され、18名が参
加しました。
　式典では、20歳を代表して井ノ本
成海さんが「責任ある行動と思いやり
を持ち、夢に向かって精進したい。」
と述べられ、後半の有志による歓談
会では、タイムカプセルの開封など小
中学校を共に過ごした仲間や恩師と
思い出話に花を咲かせていました。
　皆さんの今後益々のご活躍を期待
しています。


